
　

令
和
二
年
三
月
現
在
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
（
以
下
、
図
書
館
）
で
は
十
三
件
の
個
人
文
庫
を
所
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
質・

量
と
も
に

他
を
抜
き
ん
出
て
い
る
の
が
坂
本
日
深
文
庫
（
以
下
、
坂
本
文
庫
）
で
あ
る（
１
）。

　

坂
本
文
庫
は
、
立
正
大
学
第
十
七
代
学
長
で
あ
っ
た
坂
本
日
深
（
一
八
九
九
―
一
九
七
三
）
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
坂
本
師
逝
去
後
の
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
よ
り
本
学
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
学
が
所
蔵
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
身
延
山
短
期
大
学
学
会
（
現
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
）
発
行
の
『
棲
神
』
第
六
十
号
（
昭
和
六
十

三
月
発
行
）
収
録
「
学
園
彙
報
（
昭
和
六
十
二
年
度
）」
の
「
⑴ 

身
延
山
学
園
「
新
図
書
館
」
竣
工
近
し
！
」（
一
八
六
頁
）
の
記
事
に
、

（
前
略
）
尚
、
竣
工
開
館
後
に
は
、
前
立
正
大
学
長・

故
坂
本
幸
男
博
士
所
蔵
本
が
寄
贈
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
の
充
実
ば
か
り
で
な

く
極
め
て
貴
重
な
蔵
書
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
園
を
裨
益
す
る
所
は
莫
大
で
あ
り
ま
す
。（
以
下
略
）

と
記
さ
れ
、
更
に
『
棲
神
』
第
六
十
一
号
（
平
成
元
年
三
月
発
行
）
収
録
「
学
園
彙
報
（
昭
和
六
十
三
年
度
）」
の
「
Ⅱ 

◇
図
書
館
情
報
◇ 

⑴
／
「
坂

本
日
深
文
庫
」
の
寄
贈
を
受
く
」（
一
二
八
頁
）
の
記
事
に
、

〈
資
料
〉
坂
本
日
深
文
庫
に
つ
い
て

沼　

田　

晃　

佑
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立
正
大
学
々
長・

文
学
博
士
、
故
坂
本
幸
男
先
生
（
法
号・

博
文
院
日
深
上
人
）
の
蔵
書
一
万
点
が
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
本
学
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。（
中
略
）

坂
本
先
生
が
生
前
中
に
蔵
書
さ
れ
た
和
漢
書・

洋
装
本・

洋
書・

紀
要
雑
誌
な
ど
の
中
に
は
貴
重
本
も
多
く
、
御
苦
労
し
て
蒐
集
さ
れ
た
稀
刊
書

も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
当
図
書
館
と
し
て
も
整
理
保
管
、
利
用
に
充
分
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

坂
本
先
生
の
遺
児・

坂
本
静
女
史
と
身
延
山
総
務
望
月
一
靖
師
に
よ
る
譲
与
に
関
わ
る
話
し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
、
当
図
書
館
に
納
書

さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
が
、「
坂
本
文
庫
」
の
寄
贈
に
よ
っ
て
、
本
図
書
館
の
蔵
書
内
容
が
質
量
共
に
充
実
拡
大
し
て
、
学
園
教
職
員・

学
生・

本
山
役
職
員
な
ど
、
そ
の
裨
益
に
あ
ず
か
る
所
は
大
き
い
。（
以
下
略
）

と
、
身
延
山
短
期
大
学
学
園
図
書
館
（
現
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
）
の
竣
工
落
成
（
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
十
一
月
二
十
九
日
）
の
後
、

正
式
に
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

坂
本
家
か
ら
の
寄
贈
を
受
け
て
、
図
書
館
で
は
洋
装
本
か
ら
カ
ー
ド
式
に
よ
る
登
録
を
開
始
し
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
か
ら
は
カ
ー
ド
デ
ー
タ

の
電
算
化
を
実
施
、
学
内
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
書
誌・
所
蔵
情
報
の
閲
覧
を
可
能
に
し
た
。

　

和
漢
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
寄
贈
時
よ
り
一
部
の
資
料
の
整
理・

登
録
を
実
施
し
て
い
た
が
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
よ
り
本
格
的
な
整
理
を

開
始
し
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
よ
り
デ
ー
タ
の
電
算
化
を
実
施
し
た（
２
）。

　

そ
の
後
、
紀
要
雑
誌
の
所
蔵
デ
ー
タ
の
登
録
及
び
原
稿・

ノ
ー
ト
等
の
整
理
を
実
施
し
て
い
る
。

　

以
下
、
令
和
二
年
三
月
現
在
の
坂
本
文
庫
の
デ
ー
タ
登
録
状
況
を
記
す（
３
）。
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洋
装
本
（
和
書
）

　
　

思
想・

宗
教
書
（
除
、
仏
教
書
） 　
　
　
　
　

四
五
二
冊

　
　

仏
教
書
（
内
、
日
蓮
宗
書
籍
三
六
六
冊
） 　

二
六
二
八
冊

　
　

そ
の
他
書
籍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
二
九
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
三
七
〇
九
冊

　

洋
装
本
（
洋
書
）

　
　

思
想・

宗
教
書
（
除
、
仏
教
書
） 　
　
　
　
　
　

三
五
冊

　
　

仏
教
書
（
内
、
日
蓮
宗
書
籍
六
冊
） 　
　
　
　

二
〇
三
冊

　
　

そ
の
他
書
籍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
三
三
〇
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋
装
本
総
計
四
〇
三
九
冊

　

雑
誌

　
　

和
雑
誌
（
二
六
タ
イ
ト
ル
） 　
　
　
　
　
　
　

四
〇
三
冊

　

各
種
講
義
録　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
三
冊

　

各
種
草
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
六
点

　

和
漢
古
典
籍

　
　

天
台
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
二
部

　
　

華
厳
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
六
部

　
　

真
言
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
四
部

　
　

法
相
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
四
部

　
　

日
蓮
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇
部

　
　

禅
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
部

　
　

三
論
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
部

　
　

浄
土
宗・

浄
土
真
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
部

　
　

法
華
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
部

　
　

律
宗
章
疏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
部

　
　

そ
の
他
仏
教
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
八
部

　
　

仏
教
書
以
外　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
漢
古
典
籍
総
計
八
六
三
部
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以
上
の
坂
本
文
庫
所
蔵
資
料
を
見
て
み
る
と
、
次
の
通
り
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
の
一
、
洋
装
本
は
和
書・

洋
書
共
に
仏
教
書
が
全
体
の
約
八
割
を
占
め
、
他
に
思
想・

仏
教
以
外
の
諸
宗
教
に
関
す
る
書
籍
が
全
体
の
一
割
に
当

た
る
。
特
に
仏
教
書
は
『
大
日
本
仏
教
全
書
』『
国
訳
一
切
経
』『
南
伝
大
蔵
経
』『
日
本
大
蔵
経
』
等
の
大
部
の
書
籍
及
び
経
典
に
係
る
書
籍
を
中
心
に

蒐
集
さ
れ
、
各
宗
派
の
書
籍
は
日
蓮
宗
書
籍
が
半
数
を
占
め
、
天
台
教
学・

華
厳
教
学・

部
派
仏
教
教
学
に
関
す
る
書
籍
が
目
立
つ
。
各
宗
派
に
係
る

書
籍
を
比
較
的
万
遍
に
揃
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
禅
宗
書
籍
を
突
出
し
て
蒐
集
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

　

そ
の
二
、
和
漢
古
典
籍
に
つ
い
て
も
洋
装
本
と
同
様
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
旧
蔵
者
の
専
門
分
野
で
あ
っ
た
法
華
教
学・

華
厳
教
学・

部

派
仏
教
教
学
に
係
る
典
籍
の
他
に
、
真
言
教
学
に
係
る
典
籍
も
多
い
。
し
か
し
浄
土
教
学
に
係
る
典
籍
は
五
部
と
、
所
蔵
和
漢
古
典
籍
全
体
に
占
め
る

割
合
が
僅
少
で
あ
る
。
浄
土
教
学
に
関
す
る
洋
装
本
は
別
記
グ
ラ
フ
の
通
り
、
他
の
宗
派
書
籍
と
冊
数
は
同
程
度
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
旧
蔵

者
の
浄
土
教
学
古
典
籍
へ
の
関
心
の
低
さ
が
窺
え
る
。

　

以
上
を
概
観
す
る
と
、
坂
本
文
庫
資
料
は
旧
蔵
者
の
研
究
分
野
に
係
る
資
料
が
洋
装
本・

和
漢
古
典
籍
共
に
中
心
を
占
め
、
そ
の
上
で
仏
教
全
体
を

俯
瞰
す
る
こ
と
が
可
能
な
蔵
書
構
築
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

注

（
１
）	

図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
他
の
個
人
文
庫
と
し
て
は
、
池
原
文
庫
（
山
梨
県
富
士
川
町・

本
山
妙
法
寺
貫
首・

故
池
原
錬
正
猊
下
蔵
書
）
影
山
文
庫
（
立
正
大
学
名
誉
教

授・

故
影
山
堯
雄
師
蔵
書
）
高
源
寺
齊
藤
通
雄
文
庫
（
山
梨
県
甲
府
市・
高
源
寺
住
職・

故
齊
藤
通
雄
師
蔵
書
）
高
橋
司
記
念
文
庫
（
宮
城
県
故
高
橋
司
氏
の
寄
付
金
に

よ
り
設
置
）
中
尾
文
庫
（
立
正
大
学
名
誉
教
授・

中
尾
堯
文
師
蔵
書
）
中
谷
文
庫
（
立
正
大
学
教
授・

故
中
谷
良
英
師
蔵
書
）
平
原
文
庫
（
山
梨
県
南
部
町・

内
船
寺
住

職・

故
平
原
要
俊
師
蔵
書
）
深
山
文
庫
（
身
延
山
大
学
教
授・

故
深
山
正
光
氏
蔵
書
）
藤
井
日
光
文
庫
（
身
延
山
久
遠
寺
九
十
一
世
故
藤
井
日
光
猊
下
蔵
書
）
松
木
文
庫

（
旧
身
延
山
短
期
大
学
学
頭・

故
松
木
本
興
師
蔵
書
）
松
山
文
庫
（
印
度
学
者
故
松
山
俊
太
郎
氏
蔵
書
）
妙
長
寺
文
庫
（
三
重
県
尾
鷲
市・

妙
長
寺
住
職・

故
青
木
健
斉

師
蔵
書
）
が
あ
る
。

（
２
）	

図
書
館
で
は
自
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（http://blabo.m

in.ac.jp/blabo/A
llSch.htm

）
以
外
に
も
、
国
立
情
報
学
研
究
所
で
運
営
し
て
い
るCiN

ii Books

（https://ci.nii.
ac.jp/books/

）
に
坂
本
文
庫
所
蔵
資
料
（
和
漢
古
典
籍
を
含
む
）
の
所
蔵
情
報
提
供
を
実
施
し
た
。

（
３
）	

図
書
館
で
は
令
和
二
年
三
月
現
在
、
坂
本
文
庫
軸
装
資
料
等
の
整
理
を
実
施
中
で
あ
る
。
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180（仏教総記）407冊 14.4％
181（仏教教理）137冊 5.1％
182（史伝）142冊 5.1％
183（経及経疏）1142冊 40.35％
184（律及律疏）8冊 0.02％
185（論部及論疏）111冊 4.1％
186（寺院・仏会・布教）11冊 0.03％
187（仏教芸術附文学）33冊 1.2％
188（各宗）767冊 27.1％
189（仏教と諸科学）73冊 2.6％

14.4
2.6

0.02

0.03

1.2

5.1

5.1

40.35

4.1

27.1

※数値は洋装本のみ（和書・洋書合計数）

188.0  総記（5冊） 0.1％
188.1  南都六宗（4冊） 0.1％
188.2  論宗（4冊） 0.1％
188.3  華厳宗（53冊） 7.2％
188.4  天台宗（66冊） 9.2％
188.5  真言宗（30冊） 4.2％
188.6  浄土宗（33冊） 4.5％
188.7  浄土真宗（42冊） 5.5％
188.8  禅宗（158冊） 20.6％
N（188.9）  日蓮宗（372冊） 48.5％

9.2

0.1 0.10.1

48.5
4.5

7.2

4.2

20.6

5.5

※数値は洋装本のみ（和書・洋書合計数）

仏教書の分類について、身延山大学附属図書館で利用する「仏教図
書共通分類表」（佛教図書館協会　1990年）を使用。なお、身延山大
学附属図書館では日蓮宗書籍を188.9ではなくＮと表記して使用。

坂本文庫仏教書　仏教図書共通分類別割合

坂本文庫各宗派書籍割合

151

法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ



〈
付
記
〉（
編
者
）

　

本
資
料
は
、
身
延
山
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
坂
本
日
深
文
庫
本
を
初
め
て
影
印
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
本
文
庫
の
来
歴
や
性
格
に
つ
い
て
紹
介
す
べ
く
、
本
学
附
属
図
書
館

の
沼
田
晃
佑
事
務
長
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
本
学
付
嘱
図
書
館
の
旧
サ
イ
ト
の
個
人
文
庫
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
現
在
は
「
日
本
の
大

学
所
蔵
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」〔https://tksosa.dijtokyo.org/

〕
で
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
坂
本
日
深
文
庫
の
紹
介
を
転
載
し
て
お
き
た
い
。

坂
本
日
深
文
庫
（
坂
本
幸
男
）

仏
教
学
者
の
坂
本
幸
男
（
さ
か
も
と　

ゆ
き
お
、
法
名
：
日
深　

に
ち
じ
ん
、
一
八
九
九
～
一
九
七
三
）
旧
蔵
の
仏
教
書
を
中
心
と
し
た
洋
装
本
の
和
書
約
三
〇
〇
〇

冊
、
洋
書
約
二
六
〇
冊
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
を
含
む
）、
お
よ
び
和
漢
古
典
書
（
江
戸
時
代
を
中
心
に
明
治
初
年
ま
で
に
印
刷
ま
た
は
筆
写
さ
れ
た
資

料
）
一
二
四
三
巻
八
八
三
一
冊
か
ら
な
る
。
坂
本
日
深
の
著
作
原
稿
、
講
義
録
ノ
ー
ト
も
含
む
。

坂
本
幸
男
は
東
京
帝
国
大
学
印
度
哲
学
科
を
卒
業
。
東
洋
大
学
教
授
を
経
て
、
一
九
四
八
年
立
正
大
学
教
授
と
な
り
、
の
ち
学
長
を
務
め
た
。
日
本
の
仏
教
学
界
の
重
鎮

で
、
華
厳
学
の
泰
斗
と
し
て
知
ら
れ
、
法
華
教
学
、
天
台
教
学
、
日
蓮
教
学
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
一
九
四
一
～
一
九
五
一
年
身
延
山
大
学
の
前
身
で
あ
る
身
延
山
専

門
学
校
で
講
師
と
し
て
勤
務
し
た
。
墓
所
も
身
延
山
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
八
八
年
に
遺
族
よ
り
蔵
書
の
寄
贈
を
受
け
た
。
目
録
と
し
て
和
漢
古
典
籍
に
関
し
て
『
坂

本
幸
男
先
生
蔵
書
寄
贈
目
録
』
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
坂
本
日
深
文
庫
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
附
属
図
書
館
と
立
正
大
学
図
書
館
に
し
か
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
『
坂
本
日
深
文
庫
蔵
書
目
録

―
故 

坂
本
幸
男
先

生
寄
贈
書
目
録

―
』（
坂
本
春
江
編
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
本
書
収
録
の
「
正
保
三
年
版
『
法
華
論
』」
に
は
「
昭
和
三
十
九
年
一
月
十
三
日
求
之　

坂
本
幸
男
（
日
深
）
春
秋　

六
十
六
才
」（
第
三
十
二
丁
裏
面
）
と
、
購
入

年
月
日
と
そ
の
時
の
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
日
深
文
庫
の
調
査
を
行
っ
た
本
学
の
池
上
要
靖
教
授
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
本
文
庫
の
資
料
に
は
そ
の
由
来
が
明
記
さ

れ
て
い
る
た
め
、
該
当
資
料
の
当
時
に
お
け
る
所
蔵
状
況
な
ど
を
遡
及
し
得
る
手
が
か
り
に
な
る
と
い
う
。
ご
教
示
い
た
だ
い
た
池
上
要
靖
教
授
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
文
庫
資
料
の
学
術
的
な
利
用
に
つ
い
て
、
編
者
の
研
究
領
域
（
東
ア
ジ
ア
仏
教
）
に
限
っ
て
言
え
ば
、
本
文
庫
本
と
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
し
か
知

ら
れ
て
い
な
い
『
華
厳
十
玄
義
私
記
』
が
二
千
年
代
の
初
め
に
研
究
さ
れ
て
い
る
。
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〈
資
料
〉
坂
本
日
深
文
庫
に
つ
い
て
（
沼
田
晃
佑
）


